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要旨 11年前に普通科に「情報」が設置され担当することになり、それまで担当していた理科（化学）との

違い、さらに「観点別学習状況の評価」、「指導と評価の一体化」、また評価を総括して「評定」をつける方法

など、新たな課題に直面した。本発表では、指導、評価、評定について、観点間を掛け算して評定の基礎資

料とする個人的な工夫と実践について紹介する。 

 

1. はじめに（略歴） 

昭和 60 年に理科（化学）の教諭として京都府

に採用され、研修会で情報の免許を取得した。現

在まで、3校で「情報C」、「情報A」、「,社会と情

報」を担当してきた。そのなかでいつのまにか、

理科より情報の持ち時間が多くなり、今年は 4年

ぶりに「化学基礎」を２クラス担当している。 

 

2. 情報を担当するにあたって 

 ｢情報｣を担当するに当たり、座学１時間、実習

１時間で授業を構成するめどがついてはいたが、

評価・評定などについて次の点について結論がで

ずに苦悩していた。 

・考査点と実習点（平常点）の割合 

・観点別学習状況の評価 

・評価と指導の一体化 

・評価を総括して評定にする方法 

・生徒に明確に説明できる評価・評定 

 

3. 従来型の評価の問題が・・・ 
 それまでの、理科の評価・評定では考査の点を

基本に平常点を加える方法をとっていた。しかし

情報の場合、その割合をどう工夫しても、座学だ

け。実習だけ偏って取り組んだ生徒の評定をつけ

にくいという問題に突き当たった。 

 

  図１ 考査点と実習（平常点）のイメージ 

 ここで、原点に立ち返って、自分はどのような

生徒に「５」をつけたいのかという点を掘り下げ

ていった。結果をまとめると次のようになる。 

・座学も実習も考査もがんばる生徒。 

・授業はまじめに積極的に受ける 

・考査は高得点 

・実習は習熟度に差が大きいので、作品の出来・

不出来もあるが基本は一生懸命に取り組んで

いる。 

 

4. 解決の糸口 
 考えていく中で、もしかしたら足せないものを

足して評価しようとしているのではないかという

疑問が生じた。例えば、長さと面積はともに長さ

を基準にしているが足すことはできない。しかし、

掛け算すると、体積になる。評価も同様に足すの

ではなく、掛けることによってより実態を表すの

ではないかと考えた。 

 

図２ 評価イメージの転換 

 

5. 実践（観点別評価との融合） 

 授業の最初の時間に、情報で学ぶことと評価・

評定についてのガイダンスでおおよそ次のように

示している。 

①関心・意欲・態度・・座学のプリント作成 

②思考・判断・(表現）・・・作品の制作 

③技術・(表現）・・・普段の実習 

④知識・理解・・・各学期の考査で確認 

 

それぞれの観点内で平均し、その結果の＜掛け

算＞を成績資料とする。 



 

図３ 観点別評価との融合 参考文献（１） 

 

 
図４ 観点別の満点 

 

6. 実践のまとめとして 
この評価を取り入れて、良かった点をあげてみ

ると次の通りとなる。 

 

・すべての活動を評価に取り入れられる。 

・評価自体は単純化できる。 

・成績が悪かった場合、どの部分が悪いと明確に

指摘できる。（指導に結びつけられる） 

 

 １０年ほど実施しているが、教員側が普段授業

していて想定している評価と同じ結果になり、生

徒もほぼ納得している様子である。 

 

7. 観点・評価・評定について  

 観点・評価・評定について次のように考えてい

る。 

・学習状況の観点の間は独立している 

・評価を総括したものが評定 

評価を足し算・・・観点の独立性が薄れる 

評価を掛け算・・・独立性を保って評定化

できる 

 

この＜掛け算＞による総括の方法は、評価の

立体（４観点なので超立体）の大きさを元に評

定を導き出していると考えている。 

 

問題点として次のようなものがあげられる。 

・観点間の重みづけとその整合性 

・５段階に直すときの分かれ目が正しいか。 

このあたりは、微妙な教員のさじ加減

といった部分もある。時々の調整は必

要であると考える。 

 

8. 他教科への適用 

本来の観点別評価とは大きく離れてしまうこと

をおそれずに、元の担当科目である理科にあては

めて考察してみるとつぎのようになる。 

 

関心・意欲・態度・・・普段の授業 

思考・判断・・・・・・実験などのレポート 

観察・実験の技術・表現・・・実験態度・技術 

知識・理解・・・・・・・考査、小テスト 

 

いままで、足していた部分を掛けてみると別の

資料ができあがる。どちらの方法が良いかは結果

をみて判断すればよい。情報以外の教科にも適用

できる可能性がある。 

また、新たな見取りの観点として出席が大切で

あると考える場合は欠席・遅刻なども観点の一つ

として取り入れることも可能であろう。いずれに

しても、どのような生徒に「５」をつけたいかと

いう明確な形があり、それを見取るために評価の

観点（規準）や評価基準を設定していく必要があ

ると考える。 

 

9. さいごに 

 情報の授業を担当するようになり、評価や評定

について、考える機会を得た。ただ、この方法を

導き出すに当たり文献や研究を参考にしていない

ため、現段階では「観点別学習状況の評価」、「評

価を総括して評定にする方法」のローカル解の一

つと考えている。 

まだまだ評価・評定について考える必要があり、

この評定化の方法についても未だ改善の必要があ

る。諸生方のご批判・ご指導・ご指摘いただけれ

ば幸いである。 
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